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研究成果の概要（和文）： 本研究では，機械構造物におけるさまざまな損傷を検知する手法および技術を構築
した．達成された成果として，パイプ構造物に開けられた穴を損傷とし，レーザー誘起プラズマによる音響加振
および音響計測に基づく損傷検知システムを開発した．本システムでは，アクリルパイプを対象構造物とし，レ
ーザー誘起プラズマによる音響加振，マイクロホンによる音響計測によって音圧の時刻歴応答を収集した．パイ
プ内部の音圧の時間変動に対して，連続ウェーブレット変換を適用し，損傷穴による反射波を抽出することで損
傷位置の同定を行った．実験により，損傷の位置が高精度で同定できることを確認し，本手法の有効性を検証し
た．

研究成果の概要（英文）：   This study developed a health monitoring system for detecting damage on 
structures. An approach for detecting a hole drilled on a pipe based on laser plasma acoustic 
excitation and acoustic measurement is included in the results of this study. Non-contact acoustic 
impulse excitation can be realized by laser-induced plasma and a microphone is used for measuring 
the time response of acoustic pressure. In this study, we focus on the detection of the hole on the 
pipe. The time response of acoustic pressure changes due to reflection of acoustic wave caused at 
the hole drilled on the pipe. The position of the hole is identified by applying continuous wavelet 
transform to measured time response data with/without the hole. This study demonstrated the 
effectiveness of the present damage detection method based on the acoustic excitation using the 
laser-induced plasma.

研究分野：機械力学・制御

キーワード： 機械力学・制御　振動解析・試験　非接触レーザー加振　損傷検知　インパルス応答

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 本研究で開発した技術は，非接触かつ高周波数帯域の振動計測を可能にするが故，MEMSなどを対象にした振動
計測および自動車など実稼働時の計測が要求される分野において，革新的な振動計測技術となることが期待でき
る．さらに，高周波数帯域での微小な振動特性の変化を捉えることにより，システムの故障や異常を高感度で検
知できるヘルスモニタリングシステムの構築が可能になる．本技術はシステム全体の高周波振動計測に基づく検
査法であるため，システム全体としての大域的な診断における高感度化および高効率化が達成され，振動実験解
析法の発展およびシステムの高信頼化に大きく寄与し，工学的に極めて有用であるといえる．
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